
令
和
元
年
７
月
29
日
～
31
日

川
西
町
は
人
口
１
５
，
０
０
０

人
、世
帯
数
５
，０
０
０
。
近
年
人

口
減
少
に
よ
り
空
き
家
件
数
が
増

加
し
、
今
後
も
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
管
理
不
全
空
き
家
が

地
域
住
民
生
活
に
及
ぼ
す
様
々
な

問
題
に
対
し
、
平
成
19
・
22
年
と

自
治
会
長
に
依
頼
し
実
態
調
査
を

行
い
、
25
年
か
ら
町
独
自
の
空
き

家
等
の
適
正
管
理
条
例
を
施
行
し
、

対
策
委
員
会
要
綱
・
対
策
協
議
会

要
綱
を
作
り
30
年
に
は
空
き
家
等

対
策
計
画
を
策
定
し
た
。

同
年
、
職
員
に
よ
る
不
良
度
判

定
調
査
で
３
３
３
件
を
把
握
。
そ

の
内
２
件
に
つ
い
て
弁
護
士
に
図

り
、
行
政
代
執
行
を
行
っ
た
。
こ

れ
は
、
所
有
者
が
代
執
行
に
係
る

費
用
を
納
め
る
確
約
が
あ
っ
て
の

事
で
あ
っ
た
。
こ
の
件
が
報
道
さ

れ
た
こ
と
で
、
空
き
家
所
有
者
の

中
に
は
自
己
除
去
す
る
事
例
も
出

た
が
、
あ
く
ま
で
代
執
行
は
空
き

家
対
策
の
日
常
的
な
手
段
で
は
な

い
。
特
定
空
き
家
の
認
定
は
、
即

除
去
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

事
情
は
今
後
も
増
え
る
で
あ
ろ
う
。

不
良
度
の
高
い
空
き
家
の
所
有
者

へ
の
対
応
は
、
法
的
専
門
家
を
交

え
当
事
者
が
充
分
納
得
で
き
る
方

向
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

東
日
本
大
震
災
で
石
巻
市
は
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
。
想
定
外
の

災
害
に
市
民
生
活
は
、
避
難
所
不

足
・
救
援
物
資
不
足
・
輸
送
車
両

不
足
・
燃
料
不
足
・
通
信
手
段
不

能
・
支
援
要
請
不
可
の
下
で
困
窮

を
極
め
た
。
津
波
被
災
か
ら
、
震

災
前
の「
堤
防
・
護
岸
を
造
る
こ

と
で
、
人
命
や
財
産
を
守
り
、
被

害
を
完
全
に
防
ぐ
」と
い
う
意
識

が「
津
波
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は

あ
き
ら
め
、
逃
げ
て
人
命
だ
け
は

守
る
」と
い
う
方
向
に
変
化
し
た
。

災
害
に
対
し
、
自
助（
市
民
）共
助

（
町
内
会
）公
助（
自
治
体
）の
協
助

が
最
も
重
要
と
理
解
し
た
。
避
難

訓
練
も
中
学
校
で
は
学
校
単
位
で

真
剣
に
行
わ
れ
て
い
る
。
訓
練
の

参
加
人
数
が
少
な
く
て
も
、
や
ら

な
い
よ
り
や
っ
た
方
が
良
い
。
避

難
の
際
は
、
一
人
一
人
が
自
ら
の

命
を
守
る
た
め
、
水
・
食
料
を
少

し
で
も
持
参
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

大
震
災
で
全
人
口
の
８
％
、
85

％
の
家
屋
が
被
災
。
死
者
を
含
め

３
分
の
１
の
人
口
が
町
外
に
出
た
。

復
興
に
際
し
、古
来
よ
り
の「
海
と

共
に
生
き
る
町
」と
し
て
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
守
り
、
海
へ
の
視
界
を

確
保
し
、
減
災
と
海
に
生
き
る
町

造
り
に
邁
進
し
て
い
る
。「
メ
モ
リ

ア
ル
公
園
・
漁
港
施
設
」「
市
街
地

（
商
業
施
設
）」「
居
住
地
」と
区
分

け
す
る
新
し
い
町
造
り
に
は
、
派

生
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
住
民
・

執
行
部
・
議
会
・
業
界
が
一
体
と

な
り
構
想
の
理
解
・
協
力
要
請
に

つ
い
て
懸
命
に
努
力
し
た
。
人
口

減
の
中
、
災
害
時
有
力
な
消
防
団

に
つ
い
て
も
新
た
に「
機
能
別
消

防
団
員
制
度
」を
適
用
。
退
職
消

防
団
員
・
予
防
広
報
救
護
団
員
の

二
職
種
に
分
け
後
方
支
援
を
構
え

て
い
る
。

震
災
で
発
生
し
た
大
津
波
に
よ

り
、
児
童
74
名
・
教
員
10
名
が
犠

牲
と
な
っ
た
。
避
難
の
た
め
集
合

し
た
校
庭
か
ら
日
頃
授
業
で
上
っ

て
い
る
裏
山
は
、
わ
ず
か
50
ｍ
先
。

そ
こ
に
駆
け
上
が
っ
て
い
れ
ば
全

員
が
命
を
落
と
す
こ
と
は
無
か
っ

た
。
避
難
を
呼
び
か
け
る
広
報
車

の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
50
分
も
校

庭
で
待
機
し
て
い
た
犠
牲
者
の
思

い
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
。
学
校

安
全
教
育
で
存
在
し
た
で
あ
ろ
う

緊
急
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
、
生
か

さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。
当

時
４
年
生
の
愛
娘
を
失
っ
た「
語

り
部
」の
説
明
を
聞
き
、被
災
し
た

校
舎
２
階
の
教
室
を
見
学
し
た
。

激
し
い
波
に
突
き
上
げ
ら
れ
盛
り

上
が
っ
た
床
の
状
況
と
、
ね
じ
切

れ
た
鉄
筋
む
き
出
し
の
渡
り
廊
下

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
に
言
葉
を
失

っ
た
。

平
成
30
年
度
、
自
由
提
案
型
で
、

多
様
な
性
の
あ
り
方
の
理
解
と
課

題
の
可
視
化
に
つ
い
て
多
様
な
協

働
の
場
を
創
出
す
る「
に
じ
い
ろ

協
働
事
業
」で
民
間
の「
東
北
Ｈ
Ｉ

Ｖ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」が

中
心
と
な
り
、
仙
台
市
の
市
民
協

働
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

現
在
、
仙
台
市
男
女
共
同
参
画

担
当
と
共
に
様
々
な
活
動
を
行
い

「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
じ
の
た
ね
」

発
行
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

に
じ
の
ひ
ろ
ば
」「
せ
ん
だ
い
レ
イ

ン
ボ
ー
Ｄ
Ａ
Ｙ
」開
催
等
、事
業
と

し
て
は
２
年
で
終
了
す
る
。
今
後

の
事
は
検
討
中
で
あ
る
。

公
文
書
で
の
性
別
欄
は
、
10
年

程
前
に
見
直
し
を
行
い
不
用
な
も

の
は
対
応
し
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
に
つ
い
て
は
具
体
的
な

動
き
は
無
い
。
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総
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委
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す
。
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